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6月下旬に植え付けた稲が、お盆頃には30～40㎝の稲株に成長すると、田の草取り「根ガキ」が
待っていた。稲株の周りの雑草を中腰で両手を使い水中をまぜくり、草を取って進む、稲の成長を促
す大変体力の要る作業であった。諸塚弁で言えば「米の葉でホウタンやら、喉をササジルけー、面
いっぴゃーがハジカユーしてやれんのー」・・・私はあまり参加しなかった。「草まけ」する体質で、
特に幼少時は「はぜの木（うるし）」の下を通るだけで湿疹が出ていた。（今は考えられないほど面
の皮が厚いが？）当時から、手押しの除草機械はあった。2ｍ程の手押し車の先端に羽根車輪が4個
くらい付いて、畝の間を押して回る。これは楽そうだったが、大人サイズであり、中学生になると何
度か経験した。

9月末から10月にかけていよいよ「米刈り」だ。今のように機械が無いから全て手作業で、父から
鋭く研がれた手鎌を兄弟それぞれ渡され、狭い棚田の端から順番に並び「ひと握り３株」と言われ少
しずつ刈り進む。30分も刈るとアンドして集中力が無くなり、それを敏感に察する父は次の作業を
用意していた。「米竿立て」である。7～8ｍの孟宗竹が田んぼのガタ寄りに一直線に並べてあり、
その竹の継ぎ手付近に4～5ｍ間隔に、黒竹や杉の「ユギイ」（直形6～８㎝長さ２ｍ程、先端が槍状
に削れた棒）を3本、2本、1本、と整然と並べられていた。そして、その横には長さ1～1.5 ｍの「ご
ぶりょうカズラ」が半分に裂かれた状態で置かれていた。掛け干しである。天日による自然乾燥しか
方法が無く、台風や長雨にも持ち堪えるように頑丈に「竿」を組んでいた。先人達の生活の知恵と自
然の恵みを利用した農作業が懐かしい。

あの棚田は諸塚中や山村定住住宅に変わった。農作業時に家族で茶飲みや２番飯を食べた「田小
屋」を思い出す。
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日時：平成30年10月28日（日） 小雨決行/ 荒天中止
場所：世界農業遺産認定の村 宮崎県諸塚村 黒岳
9:00 ～受付開始・登山
＊諸塚村立七ッ山小学校児童デザイン記念ペナント進呈
12:00 ～交流会・アトラクション
＊地元婦人会によるうどんやカレーなど軽食の販売もあります。

諸塚村の最高峰黒岳（1455.3m ）は、宮崎県の希少動植物の重要生息地
指定を受け、九州でも有数の貴重な自然を残す山として注目されています。
1時間ほどで山頂と登山口を往復する登山コースと1時間半ほどの原生林散策
周回コースがあり、奥深い原生林の紅葉を楽しんだ後は、登山口広場で地元
特産品の販売や交流が行われます。
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～私が小学生の頃、昭和30年代後半の話 その⑪～

この通信誌はWEBサイト「もろつかナビ」http :// morotsuka - tourism.jp から見ることが出来ます。郵送で
の送付が必要ない方は、事務局までお知らせください。
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黒岳山頂手前 巨大ブナ
（みやざき新巨樹100 選）

http://morotsuka-tourism.jp/
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エコツアー「諸塚でやま学校しよう！」第158 回 1泊2日交流コース

【森の体験】森と大地の恵みに感謝！ムラの神社の秋祭りに参加しよう！

【食の体験】農家民宿のお母さんたちの手作り料理のおもてなし

【やま学校特別講座】諸塚村最高峰！黒岳のブナの森を歩こう

日程：平成30年10月27日（土）～28日（日）定員：10名（先着順・最少催行人数 8名）
※添乗員同行あり

会場：諸塚村内／くぬぎの里農家民宿

代金：一般 9,000 円／名（税込）〔1泊4食（昼・夕・朝・夕・体験料含む〕

小学生以下 7,500 円／名 体験のみ参加(日帰り） 2,160 円

申込：10月16日（火）〆切 先着順

諸塚小学校3～4年生の水辺の体験学習

日程：平成30年8月30日（木） 参加者：諸塚小3～4年生 14名

会場：ほたる橋エコパーク・柳原川

地元諸塚小学校の児童が総合学習の一環として、しいたけの館21の横を流れる柳原川でのカヌー
体験と川の環境調査を行いました。この活動は2015 年に、当時諸塚小に赴任して来られ家族の想い
出づくりにと親子で夏のやま学校ツアーに参加された先生から、学校の学習の一環として子ども達
にもぜひ体験させたいとリクエストをいただき始めました。今年で、4年目となり夏場の恒例行事
となってきました。

本当は1学期中に実施するよう計画をしていたのですが、なかなかお天気にめぐまれずに川に入
れないのが毎年のこと。大雨や台風の合間を縫って、今年は2学期が始まってすぐのこの日に実施
することとなりました。前の週の雨の影響で平水時よりも水嵩が多く、流れもやや早い状態ではあ
りましたが、どうにか実施できるだろうと判断しました。お天気は晴れで、時折雲で陽が隠れまし
たがいい体験日和となりました。

全体あいさつでは、スタッフ陣の紹介をおこなった後に自分自身で安全を確認し事故なく怪我無
く活動を楽しみましょうと話をしました。7名ずつの２班にわかれて、カヌーと川の環境調査の2体
験を入れ替わりで実施します。この日は、夏休み中に諸塚へインターンシップ実習に訪れていた大
学生3名も活動に加わってもらい子ども達の見守りを行ってもらいました。

カヌー体験では、漕ぎ方から乗船・下船のしかたを一からレクチャーして実践します。何名か
ボートから落ちて川の冷たさを身を持って体験する子がいましたが（中には自分からすすんでひっ
くり返っていたような子も…）、短時間の体験の間にもコツをつかんで水上をすべるようにカヌー
を楽しんでいました。

川の環境調査では、五感をフルに使って水辺の様子を観察します。匂いを嗅いだり、音を聞いた
り、水の中に暮らす小さな生き物を探したり…。この日はサワガニの小さな赤ちゃんを見つけるこ
とができ、子どもたちは大興奮でした。

今回のように地元の子ども達に向けても、ふるさと諸塚村の自然を、実体験を通して知ってもら
う機会を作っていければと思います。



尾形

21NEWSẄ

池の窪グリーンパーク内には、パターゴルフ場や草スキー、アスレチック施設があり、ご家族
揃ってお楽しみいただけます。10種のアスレチックは、諸塚村産のスギ材を利用しており、森林の
中でのびのびと楽しむことができる施設です。草スキー用のそりや、パターゴルフ用のクラブ貸出
しもございます。

また、施設内の「お休み処えくぼ亭」ではお食事もご利用いただけます。諸塚村産の原木乾しい
たけを使用した「なばカツ丼」は人気メニューの１つです

日之影町へとつながる大規模林道は、これからの紅葉シーズンのドライブコースにもおすすめで
す。宿泊の合間や休日に、のんびりと森や自然にふれあう時間をお楽しみください。

8月の第1日曜日に「諸塚公民館の夏祭り」が開催されます。
午前8時半から神事が執り行われた後に、神輿を担いで練り歩
きますが今年は、神輿は出したものの暑さのために練り歩くの
は中止となりました。婦人会の踊りは披露されたそうです。午
後1時から公民館にて「小田矢かな（日向市出身の演歌歌
手）」による歌謡ショーが行われて盛り上がり、カラオケ大会
に移り又、盛り上がって午後4時に終わりました。

諸塚公民館は、昭和初期に「百万円道路」、現在の国道
327号が開通して以降に発展した地区で歴史としたら長く
はないものの、現在は役場、派出所、郵便局、農協、森林
組合、各商店等がある諸塚村の中心地です。一時期減って
いた若者が、移住者を含めて増えています。

今後、益々元気溢れる公民館であって欲しいと願う所です。

黒木（千）

外山

←フリースペース

↑木育広場
「もっくる」

アスレチック施設 パターゴルフ なばカツ丼

←神輿と練り歩きが行われた年

7月26日に、しいたけの館21がリニューアルしました。木育ひろ
ばと飲食可能なカフェスペースができました。愛称は「もっくる」
です。諸塚の材を使った積み木や絵本などがあり、木に触れて
遊びながら学べるコーナーになっています。

カフェスペースの椅子とテーブルも、諸塚村産の木
を使っています。窓から景色が眺められ、開放的な
スペースになっています。お弁当を持って、ゆっく
り過ごしてみませんか？

ライブラリーには、村関連資料やDVDがあり閲覧
ができます。

諸塚村を感じに、お誘い合わせの上ぜひお越し下
さい。



古来人が常食としていた「五穀」は、米・麦・豆・粟・黍（きび）または稗（ひえ）と言われ、豆の
中にあずきが含まれます。小豆の歴史は古く、弥生時代には栽培されていたことが遺跡から発見され、
「古事記」や「日本書紀」でも記されています。

現在でも、あずきの煮汁で着色し、赤飯やあずき粥が食べられます。
これは赤い実には呪力があるとされ、1年や季節の変わり目、生活の
節目の時など厄除けとして利用されてきたものです。

あずきの国内生産量の4分の3を北海道が占め、丹波・備中とあわせ
て日本の三大産地です。諸塚村内でもあずきが生産されていて、4月
上旬に種をまき8月に収穫する早生と、6月上旬に種をまき10月に収穫
を迎えるものがあります。ハレの日の料理として、家庭で消費される
ことがほとんどですが、特産品販売所もろっこはうすの店頭に並ぶこ
ともあります。詳しくは「もろっこはうす」Влфунπсрπлнсп

〈発行元〉一般社団法人 諸塚村観光協会 まちむら応縁倶楽部
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～編集後記～

堀川

★某局のテレビ取材がありました。10 月下旬に全国にお住いの方にご覧いただける番組です。告知はＨＰ「もろつかナ
ビ」でさせていただきます。天空の集落奥畑と藤本ご夫妻がどのように放送されるのか楽しみです。 ～堀川 尚子～

★大学生に職業体験をしてもらうインターンシップ実習に取り組み始めて2年目のこの夏はのべ10名との出会いがあり
ました。宮崎は元より熊本・鹿児島・東京・神奈川、最遠方は米カリフォルニアからも！ ～田邉 薫～

★異常な程の、暑い夏が過ぎましたが相次ぐ台風の襲来、特に21号は関西に甚大な被害をもたらしました。そして北海道を襲
った大地震。共に被害に遭われた皆様にお見舞いを申し上げます。自然の力をマザマザと見せつけられ、人間の非力さが身に
滲みる思いです。 ～尾形 浩一～

★敬老の日がきた。９月１日現在、県の100 歳以上の人口割合で本村は7名で人口比率0.44 ％県内トップだ。幼少期からの自
給自足の成果だろうな。 ～黒木 重人～

★先日、栗をいただきました。ほくほくでおいしかったです。いよいよ秋の到来。紅葉が今から楽しみです。
～黒木 千種～

★ここ最近の涼しさにはまだまだ慣れませんが、季節の色・音・香りをたのしめる環境にとても幸せを感じています！

～外山 絵理～

村内で収穫されたあずき

息の合うなば木組は65年目

川内公民館は世帯数において村内で1番小さな公民館で、2つの実行組合で構成されています。標高約
800mの奥畑実行組合は、5世帯21人、各世帯に後継者がいる頼もしい集落です。

今回の「縁を紡ぐ」は、奥畑で元気に活躍される藤本和生さんをご紹介します。昭和6年2月生まれ、7
歳の頃にお父様を亡くされ、5人兄弟の長男としての自覚が強くなったそうです。学校には着物にわら草
履を着用し通い、七ツ山小学校の川内分教所で同級生11名と小学3年生まで学び、4年生からは本校まで
片道2時間の道のりを歩いて通われました。昭和20年3月卒業後、農兵隊として宮崎県内の各地で開田や
溜池作り、芋の植え付けなどの仕事をされ、8月に終戦となり奥畑で
の暮らしが再開します。林業と椎茸栽培を主な生業とし、昭和28年
同じ川内公民館内から4歳年下の徳代さんを迎え結婚。２男1女、孫
3人に恵まれ、現在は6人のひ孫の成長が何よりの楽しみだとにこや
かに話されます。

また、趣味として20年位ほど前から月2回、諸塚民謡会の練習に
参加され、11月第3土曜日に開催される「諸塚駄賃つけ唄全国
大会」に第1回目から連続出場。今年も参加予定とのことです。

今年87歳になる和生さんの何よりの生きがいは「夫婦元気に働け
ること。」今後も林業立村を発展させ、若者が喜んで住める諸塚村
であって欲しいと言われます。


